
 

   

行
っ
て
お
り
ま
す
。
解
除
に
つ

い
て
は
、
町
の
実
情
に
応
じ
た

「
復
旧
計
画
」
の
策
定
が
条
件

わ
き
市
へ
協
力
の
依
頼
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
広
野
小
学
校

が
２
学
期
（
８
月
25
日
始
業
式
）

中
央
台
南
小
学
校
で
再
開
す
る

こ
と
に
伴
い
、
広
野
小
学
校
お

広野町役
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第
一
原
発
の
状
況
が
著
し
く
改

善
し
た
と
判
断
し
、
緊
急
時
避

難
準
備
区
域
の
解
除
の
検
討
を

い
わ
き
市
立
学
校
の
一
部
を
利

用
し
た
広
野
小
・
中
学
校
の
再

開
に
向
け
て
、
７
月
４
日
に
い

【
広
野
小
学
校
・
広
野
中
学
校
の

連
絡
先
】 

 

広
野
小
学
校
が
い
わ
き
市
立

役場 湯本支
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な
い
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。 

８
月
９
日
現
在
、
政
府
の
原

子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
福
島

と
し
て
、
広
野
町
の
児
童
生
徒

の
半
数
以
上
が
い
わ
き
市
内
の

学
校
へ
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
広
報

誌
や
広
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

支所 
いわき市常磐上

害対策本部・

－１３３１ 

種証明書・保

－１３３０ 

） ☎０２４

団 ☎０２４

※役場からの

の際に記載い

先の変更を希

当へご連絡を

ラジオ情報 毎
   

う
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
子
ど
も
や
妊
婦
、
介

護
を
必
要
と
す
る
方
は
、
立
ち
入
ら

生
徒
の
皆
さ
ん
の
安
心
を
得
る

こ
と
や
、
広
野
町
で
の
学
校
再

開
に
向
け
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ

て
お
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な

再
開
場
所
や
時
期
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
保
護
者
の
皆
様
に
お

上湯長谷町釜

災害補償・

保険証・教育

４０－２７－

４６－２３－

のお知らせや

いただいた『

希望する場合

をお願いしま

毎週日曜正午 FM
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※
町
内
へ
入
る
方
は
原
発
の
状
況
が

悪
化
し
た
場
合
に
は
屋
内
退
避
や
避

難
な
ど
の
措
置
を
迅
速
に
取
れ
る
よ

広
野
町
内
で
の
学
校
再
開
の

目
途
が
立
た
な
い
な
か
、
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
児
童

 

な
お
、
広
野
中
学
校
の
再
開

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
い
わ
き

市
教
育
委
員
会
と
協
議
を
進
め

釜ノ前５番地

二次避難・三

育委員会 他）

２１１１ 

６７５１ 

や証明書関係

『避難先』へ

合や避難先変

ます。 

Mいわき76.2MH

   

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
へ
の

立
ち
入
り
は
可
能
で
す
が
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
広

野
小
学
校
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

地 

三次避難 他

 

について、義

へ送付していま

変更の際は、災

HZ「広野町情報

   

ま
す
。
４
月
22
日
、
政
府
に
よ

り
広
野
町
全
域
が
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
※
に
指
定
さ
れ
ま
し

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
復
旧
計
画
の
策

定
を
慎
重
に
進
め
て
お
り
ま
す
。 

と
と
な
り
、
今
後
も
広
野
小
学

校
へ
通
学
を
希
望
す
る
児
童
を

随
時
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
す

他） 

義援金申請

ます。送付

災害補償担

FMいわき発」 

平
成
23
年
８
月
26
日
発
行 

広
野
町
役
場 

 

第
一
原
発
が
安
定
し
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
町
民
に

対
し
自
主
避
難
を
要
請
し
て
い

2

ン
フ
ラ
復
旧
、
学
校
や
医
療
機

関
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
帰
宅
ス
ケ

た
。

 

２
学
期
か
ら
は
62
名
の
児
童

が
広
野
小
学
校
へ
通
学
す
る
こ

号

  

 

 

広
野
町
の
方
針
と
し
て
福
島

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

は
、
町
内
の
徹
底
的
で
継
続
的

な
除
染
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ

か
ら
い
わ
き
市
立
中
央
台
南
小

学
校
の
一
部
を
お
借
り
す
る
形

で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

号外８ 

町



 

し
て
通
学
先
の
自
治
体
で
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
通
学
先
の
市
区
町
村
教
育

ら
避
難
し
て
い
る
世
帯
で
、
自

ら
の
資
力
で
は
住
宅
を
得
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯
の
う
ち
、

と
を
可
と
す
る
）
、
管
理
費
、
共

益
費 

◆
申
請
受
付
期
間 

 

合 

500
万
円 

・
そ
の
他
の
方
が
死
亡
し
た
場

合 
250
万
円 

害
弔
慰
金
支
給
審
査
委
員
会
」

に
お
い
て
支
給
・
不
支
給
を
審

議
し
、
そ
の
後
に
ご
遺
族
の
権

ど
の
就
学
費
支
援
を
行
い
ま
す
。 

 

就
学
費
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
原
則
と

す
る
住
家
が
な
い
世
帯
、
ま
た

は
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
避
難

指
示
等
が
出
て
い
る
地
域
内
か

険
加
入
費
用
（
入
居
に
伴
う
借

家
人
賠
償
保
険
、
家
財
保
険
等
）
、

家
賃
（
駐
車
場
代
を
含
め
る
こ

す
。 

◆
支
給
内
容 

 

・
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
た
場

所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
注
意
事
項 

書
類
提
出
後
、
「
双
葉
地
方
災

中
学
校
へ
就
学
す
る
予
定
で
あ

っ
た
児
童
生
徒
が
い
る
世
帯
に

対
し
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な

て
福
島
県
が
負
担
し
ま
す
。 

◆
対
象
世
帯 

東
日
本
大
震
災

に
よ
り
住
家
が
全
壊
等
し
居
住

◆
対
象
費
用 

対
象
期
間
内
に

対
象
世
帯
が
負
担
し
た
敷
金
、

礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
損
害
保

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死
亡

さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し

て
、
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
ま

支
所
ま
た
は
広
野
町
公
式
サ
イ

ト
か
ら
入
手
し
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
広
野
町
役
場
湯
本
支

広
野
町
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
23
年
４
月
以
降
、
広
野
小
・

宅
等
に
入
居
す
る
ま
で
の
間
に
、

被
災
者
が
、
す
で
に
支
払
っ
た

敷
金
や
家
賃
等
を
さ
か
の
ぼ
っ

住
宅
等
に
居
す
る
ま
で
の
間
で
、

福
島
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

入
居
し
て
い
た
期
間 

く
し
て
い
た
方) 

◆
申
込
方
法 

関
係
様
式
を
広
野
町
役
場
湯
本

2 

居
し
た
福
島
県
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
に
係
る
家
賃
等
返
還
に
つ

い
て
、
福
島
県
内
の
応
急
仮
設
住

◆
対
象
期
間 

東
日
本
大
震
災

発
生
日
の
平
成
23
年
３
月
11

日
か
ら
福
島
県
内
の
応
急
仮
設

☎
０
２
４
‐
５
２
２
‐
６
５
１

１
・
６
５
１
２ 

 

５ 

祖
父
母 

 

６ 

兄
弟
姉
妹(

死
亡
し
た

方
と
同
居
ま
た
は
生
計
を
同
じ

〒970-8034
 

福
島
県
い
わ
き

市
平
上
荒
川
字
長
尾
30 

☎
０
２
４
６
‐
46
‐
０
７
４
５ 

 

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、

避
難
の
た
め
被
災
者
自
ら
が
入

島
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
か
ら
、

福
島
県
内
の
別
の
応
急
仮
設
住

宅
等
に
住
み
替
え
た
世
帯 

だ
さ
い
。 

◆
連
絡
先 

福
島
県
災
害
対
策

本
部
・
遡
及
措
置
担
当 

２ 

子 

 

３ 

父
母 

 

４ 

孫 

☎
０
２
４
６
‐
38
‐
６
０
７
４ 

 

◆
広
野
中
学
校
（
福
島
高
専
図
書

館
棟
内
） 

え
た
世
帯 

（
２
）
東
日
本
大
震
災
以
降
、

避
難
の
た
め
入
居
し
て
い
た
福

当
（
広
野
町
役
場
湯
本
支
所
）

ま
た
は
、
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

て
い
た
遺
族
が
優
先
と
な
り
ま

す
。 １ 

配
偶
者 

央
台
南
小
学
校
内
） 

〒970-8043
 

福
島
県
い
わ
き

市
中
央
台
鹿
島
２
丁
目
１
‐
１ 

8

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

避
難
の
た
め
に
入
居
し
て
い
た

福
島
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
、

福
島
県
借
上
げ
住
宅
に
切
り
替

着◆
申
請
書
類
の
配
布 

広
野
町

災
害
対
策
本
部
・
三
次
避
難
担

で
、
支
給
の
範
囲
お
よ
び
順
位

は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、

死
亡
し
た
方
が
生
計
を
維
持
し

よ
び
広
野
中
学
校
の
連
絡
先
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

◆
広
野
小
学
校
（
い
わ
き
市
立
中

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
※
既
に
認
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
の
必
要

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
。 

（
１
）
東
日
本
大
震
災
以
降
、

平
成
23
年
８
月
12
日
（
金
）
～

平
成
23
年
10
月
31
日
（
月
）
※

平
成
23
年
10
月
31
日
（
月
）
必

◆
支
給
対
象
者

広
野
町
に
住
所
を
有
し
災
害
に

よ
り
死
亡
し
た
方
の
ご
遺
族



 

【
固
定
資
産
税
】 

平
成
23
年
度
分
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
現
在
課
税
を
延

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 

《
県
税
》 

あ
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

納
期
限
等
の
延
長
措
置
に
よ
り
、

納
税
通
知
書
の
発
付
を
延
長
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
用
資

◆
連
絡
先 

広
野
町
役
場
湯
本

支
所
行
政
グ
ル
ー
プ
町
民
保
健

班 

を
取
得
し
た
場
合
、
平
成
25 

年

度
分
ま
で
の
軽
自
動
車
税
が
非

課
税
と
な
り
ま
す
。 

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆
連
絡
先 

広
野
町
役
場
湯
本

支
所
行
政
グ
ル
ー
プ
税
務
班 

損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
て
ん

さ
れ
る
金
額
を
除
く
。
）
が
被
災

前
の
自
動
車
の
価
格
の
30
％
で

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
課
税
分
に
つ

い
て
は
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

望
さ
れ
る
方
は
、
避
難
先
の
各

市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

ま
た
、
前
記
に
よ
り
永
久
抹

消
登
録
等
が
な
さ
れ
た
も
の
に

代
わ
る
軽
自
動
車
（
代
替
車
両
）

税
を
減
免
す
る
方
向
で
現
在
調

整
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
決
定
次
第
改
め
て
お
知

地
震
ま
た
は
津
波
に
よ
り
自

己
の
所
有
す
る
自
動
車
が
損
害

を
受
け
、
修
繕
費
（
保
険
金
、

は
、
通
常
８
月
31
日
（
第
１
期

分
）
ま
で
と
11
月
30
日
（
第
２

期
分
）
ま
で
の
２
回
に
分
け
て

 

な
お
、
今
回
広
野
町
で
実
施

す
る
検
診
を
受
診
で
き
な
い
方

で
、
各
避
難
先
で
の
受
診
を
希

れ
た
軽
自
動
車
に
は
、
平
成
23 

年
３
月
11
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

軽
自
動
車
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。 

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に
お
け

る
国
の
税
制
措
置
に
よ
り
、
今

年
度
の
課
税
に
つ
い
て
は
保
険

成
25
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税

が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。 

【
自
動
車
の
減
免
措
置
】 

【
個
人
事
業
税
の
課
税
】 

県
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
を
対
象
と
し
た
個
人
事
業
税

ま
し
た
。
ま
だ
お
手
元
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

3 

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
軽
自

動
車
で
用
途
の
廃
止
に
よ
り
自

動
車
検
査
証
の
返
納
等
が
な
さ

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

現
在
納
期
の
延
長
、
お
よ
び
課

税
の
延
期
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

に
代
わ
る
自
動
車
（
代
替
自
動

車
）
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
自
動
車
取
得
税
お
よ
び
平

地
で
あ
る
土
地
所
有
者
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
。 

お
よ
び
乳
が
ん
検
診
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
案
内
通
知
を
対
象

者
の
方
の
み
に
お
送
り
い
た
し

《
町
税
》 

【
軽
自
動
車
税
の
非
課
税
措
置
】 

【
国
民
健
康
保
険
税
】 

 
平
成
23
年
３
月
11
日
の
震

災
日
以
降
に
納
期
が
到
来
す
る

さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
前
記
に
よ
り
永
久
抹

消
登
録
等
が
な
さ
れ
た
自
動
車

の
不
動
産
取
得
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。 

 

ま
た
、
被
災
し
た
家
屋
の
敷

 

前
回
の
保
健
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
子
宮
が
ん
検
診

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 

討
中
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

決
定
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

録
が
な
さ
れ
た
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
自
動
車
税
は
課

23
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
た

な
家
屋
を
取
得
さ
れ
た
場
合
、

「
新
た
に
取
得
さ
れ
た
家
屋
」

い
わ
き
地
方
振
興
局
県
税
部 

☎
０
２
４
６
‐
24
‐
６
０
２
４ 

◆
連
絡
先 

広
野
町
役
場
湯
本

支
所 

行
政
グ
ル
ー
プ(

福
祉

環
境)

 
 

お
い
て
は
平
成
23
年
度
分
の
土

地
及
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産

税
は
課
税
を
し
な
い
方
向
で
検

な
り
ま
す
が
、
警
戒
区
域
内
に

あ
っ
た
自
動
車
で
、
用
途
の
廃

止
を
事
由
と
し
た
永
久
抹
消
登

【
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
】

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
家
屋
の
所
有
者
が
、
平
成

◆
連
絡
先

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部 

☎
０
２
４
４
‐
26
‐
１
１
２
３ 

利
関
係
を
調
査
す
る
た
め
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

期
し
て
お
り
ま
す
が
、
緊
急
時

避
難
準
備
区
域
に
お
け
る
国
の

税
制
措
置
に
よ
り
、
広
野
町
に

3

【
自
動
車
税
等
の
非
課
税
措
置
】 

原
則
的
に
は
平
成
23
年
度
の

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
課
税
に

※
原
子
力
災
害
に
よ
る
被
災
自

動
車
に
つ
い
て
は
現
在
救
済
措

置
を
検
討
中
で
す
。 

産
に
受
け
た
損
害
の
程
度
に
応

じ
て
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

被



 

支
援
セ
ン
タ
ー
（
担
当
：
石
田
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☎
０
８
０
‐
２
８
２
１
‐
３
２

１
２ 

①
戸
籍
の
婚
姻
年
月
日
を
基
本
と

し
ま
す
。 

②
婚
姻
届
が
結
婚
と
同
時
で
な
く

◆
贈
呈
式 

対
象
者
へ
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

く
だ
さ
い
。 

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
広
野
町

は
、
前
年
度
大
会
に
お
い
て
第

３
位
と
好
成
績
を
お
さ
め
、
今

◆
連
絡
先 

 

（
社
）
日
本
助
産
師
会
福
島
県

支
部 

子
育
て
・
女
性
の
健
康

い
な
い
夫
婦
の
方
。 

な
お
、
対
象
者
の
決
定
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

必
要
で
す
。
広
野
町
に
本
籍
が

あ
る
御
夫
婦
は
、
申
込
書
の
み

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

し
ま
す
。
な
お
。
震
災
に
よ
り

発
生
し
た
家
電
ゴ
ミ
等
に
つ
い

て
は
、
仮
置
き
場
へ
搬
出
し
て

に
お
い
て
平
成
23
年
９
月
18
日

（
日
）
か
ら
10
月
10
日
（
月
）

ま
で
県
内
56
市
町
村
の
参
加
に

れ
て
い
る
方
を
含
め
福
島
県
在

住
の
産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん 

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
50
年
を

迎
え
る
夫
婦
お
よ
び
既
に
資
格
を

得
な
が
ら
ま
だ
記
念
品
を
受
け
て

夫
婦
は
、
婚
姻
日
を
確
認
す
る

た
め
、
申
込
書
と
合
わ
せ
て
御

夫
婦
ど
ち
ら
か
の
戸
籍
抄
本
が

ン
へ
は
搬
出
せ
ず
、
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
適
正
に
処

理
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

福
島
民
報
社
主
催
の
「
第
５

回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野

球
大
会
」
が
県
営
あ
づ
ま
球
場

◆
実
施
期
間 

２
０
１
２
年
３

月
31
日
ま
で 

◆
ご
利
用
で
き
る
方 

避
難
さ

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆
対
象
者 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23
年

・
広
野
町
公
式
サ
イ
ト 

◆
申
込
時
に
必
要
な
書
類 

広
野
町
以
外
に
本
籍
が
あ
る
ご

指
定
ゴ
ミ
袋
に
入
ら
な
い
家

電
ゴ
ミ
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

4 

◆
事
業
内
容 

家
庭
訪
問
（
無

料
）
、
乳
房
ケ
ア
（
有
料
）
、
お

産
後
入
院
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
） 

は
、
金
婚
祝
の
申
込
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
左
記
事
項
に
ご
留
意

の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
る
よ
う

広
野
町
役
場
湯
本
支
所
窓
口
の
ほ

か
次
の
と
こ
ろ
に
も
あ
り
ま
す
。 

・
広
野
町
役
場 

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

ん
だ
灰
が
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。 

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

◆
実
施
主
体 

（
社
）
日
本
助
産

師
会
福
島
支
部 

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23
年
に

金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
（
昭

和
36
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
）

な
お
、
転
入
等
の
方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
受
付
を
い
た
し
ま
す
。 

◆
申
込
用
紙 

後
の
が
れ
き
類
仮
置
き
場
（
東

原
）
は
、
毎
週
日
曜
日
を
休
業

日
と
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

ま
す
。
ま
た
、
焼
却
処
分
を
行

う
と
放
射
線
量
が
高
く
な
る
場

合
が
あ
り
、
放
射
性
物
質
を
含

を
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
助
産
院
へ
の
お
産

後
入
院
や
乳
房
ケ
ア
を
低
料
金

を
迎
え
る
ご
夫
婦
に
金
婚
祝
と
し

て
額
入
祝
状
と
額
入
記
念
写
真
を

贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。 

に
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
広
野

町
役
場
湯
本
支
所 

福
祉
環
境
グ

ル
ー
プ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
９
月
よ
り
、
震
災

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
焼
却

処
分
は
行
わ
ず
、
仮
置
き
場
へ

搬
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

妊
婦
さ
ん
や
、
出
産
後
の
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
と

し
た
助
産
師
に
よ
る
家
庭
訪
問

町
で
は
、
広
野
町
金
婚
祝
に
関

す
る
規
程
に
基
づ
き
、
結
婚
50
年

等
の
証
明
を
も
っ
て
決
定
し
ま
す
。 

◆
申
込
受
付
お
よ
び
申
込
先 

平
成
23
年
９
月
10
日(

土)

ま
で

広
野
町
役
場
湯
本
支
所

町
民
課

福
祉
環
境
グ
ル
ー
プ 

 
 
 
 

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 

員
等
も
町
外
へ
避
難
し
て
い
る

こ
と
か
ら
一
度
火
災
が
発
生
し

ま
す
と
大
規
模
な
火
災
に
な
る

☎
０
２
４
６
‐
43
‐
１
３
３
０ 

後
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
場
合
ま
た

は
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
民
生
児
童
委
員

な
お
、
対
象
者
の
決
定
は
９
月
中

旬
ご
ろ
の
予
定
で
す
。 

◆
連
絡
先 

町
内
に
お
け
る
除
草
、
剪
定

な
ど
を
行
っ
た
草
木
な
ど
の
焼

却
処
分
に
つ
い
て
は
、
消
防
団

3

定

町

定



 

れ
ま
し
た
。
広
野
町
で
毎
年
開

か
れ
て
い
た
盆
踊
り
の
伝
統
の

灯
を
絶
や
さ
ず
、
入
居
者
の
親

ど
で
交
流
を
深
め
、
今
年
の
７

月
に
は
、
災
害
時
の
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
た
ば
か
り
で
し

ブ
に
つ
い
て
、
出
荷
お
よ
び
摂

取
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
県
で
は
、
制
限
解
除
の

 

東
日
本
大
震
災
以
降
、
人
的

支
援
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
開
庁
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

中
央
台
地
区
仮
設
住
宅
入
居

者
に
よ
る
盆
踊
り
が
、
８
月
20

日
に
同
仮
設
住
宅
広
場
で
開
か

が
参
加
し
ま
し
た
。 

広
野
町
と
伊
東
市
は
、
以
前

か
ら
童
謡
ま
つ
り
や
収
穫
祭
な

現
在
、
広
野
町
に
お
い
て
は
、

非
結
球
性
葉
菜
類
・
結
球
性
葉

菜
類
・
ア
ブ
ラ
ナ
科
蕾
類
・
カ

 

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て 

に
お
け
る
証
明
書
等
の
発
行
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
土
曜
日
と
祝
日
に

望
郷
胸
に
盆
踊
り 

の
花
火
見
学
ツ
ア
ー
は
、
８
月

10
日
～
12
日
（
２
泊
３
日
）
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
48
人

 

園
芸
産
地
再
生
へ 

役
場
湯
本
支
所
を
毎
週
日
曜
日
に

限
り
閉
庁
日
と
し
、
日
直
の
み
の

対
応
と
し
ま
す
。
ま
た
、
日
曜
日

定植にむけ

県
営
あ
づ
ま
球
場 

◆
対
戦
相
手 

 

浅
川
町 

対 

湯
川
村
の
勝
者 

楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
！

広
野
小
４
～
６
年
生
を
対
象

に
開
催
さ
れ
た
静
岡
県
伊
東
市

 

平
成
23
年
９
月
よ
り
、
広
野
町

花火を見上

けた取り組み

5 

平
成
23
年
10
月
１
日
（
土
） 

午
前
11
時
30
分
よ
り 

◆
場
所 

 
 

農
林
事
務
所
土
屋
課
長
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。 

デザインに

子

上げる子どもた

◆
場
所 

県
営
あ
づ
ま
球
場 

〈
試
合
日
〉 

◆
時
間 

ま
し
た
。

が
、
７
月
20
日
に
種
ま
き
し
た

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
の

定
植
に
向
け
て
、
福
島
県
相
双

 

には感謝のメッ

子どもたちも盆

たち 

◆
時
間 

平
成
23
年
９
月
17
日
（
土
） 

午
後
４
時
よ
り 

花
火
大
会
を
鑑
賞
し
た
り
、
海

岸
で
ス
イ
カ
割
り
を
行
う
な
ど

楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

を
開
始
し
ま
し
た
。
８
月
17
日
、

作
付
け
に
協
力
し
て
い
る
町
内

４
カ
所
の
実
証
ほ
農
家
の
方
々

て
お
り
ま
す
。

ッセージ

盆踊りに参加 

す
。 

【
大
会
日
程
】 

〈
開
会
式
〉 

之
副
区
長
の
ご
協
力
に
よ
り
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て

ほ
し
い
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

ツ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
カ
ブ
）

を
町
内
４
カ
所
に
設
け
た
実
証

ほ
に
順
次
作
付
し
、
定
点
観
測

7

こ
れ
ま
で
に
、
T
シ
ャ
ツ
を

お
配
り
し
た
方
か
ら
感
謝
の
手

紙
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

年
度
大
会
に
お
い
て
は
優
勝
を

目
指
し
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

ぼ
く
を
図
る
目
的
で
開
催
。

 

い
わ
き
市
青
年
団
と
い
わ
き

市
中
央
台
鹿
島
３
区 

赤
池
孝

た
。こ

の
ツ
ア
ー
は
、
避
難
し
て

い
る
広
野
小
の
子
ど
も
た
ち
に

た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
品
目

（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ

れ
か
ら
の
絆
を
深
め
る
べ
く
、

町
で
は
復
興
祈
念
T
シ
ャ
ツ
を

作
成
し
、
お
配
り
し
て
い
ま
す
。 



 

   

   
 

 

   

   
 

 
 

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

№

1 広野小学

2 広野中学

3 広野幼稚

4 広野町保

5 ﾃﾞｨｻｰﾋﾞ

6 広野町サ

7 二ツ沼総

8 広洋台地

9 田の神地

10 二本椚地

11 下北迫地

12 浜田地区

13 浅見川地

14 折木地区

15 長畑地区

16 箒平地区

17 亀ヶ崎地

18 南沢地区

19 夕筋地区

20 折木上地

21 折木下地

22 上浅見川

23 上浅見川

24 下浅見川

25 上北迫地

26 上北迫地

27 下北迫地

28 広洋台地

29 箒平地区

30 五社山山

※土壌における

     そのた

   ※単位

     食品衛

　　 ウム１

   ※ヨウ素

   ※測定に

H23.8.9

H23.8.16

H23.8.16

H23.8.16

採取日時

H23.8.9

●野菜、果

H23.8.9

H23.8.9

H23.8.9

H23.8.16

H23.8.16

   

   

   

   

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

測定箇所

学校

学校

稚園

保育所

ｰｽｾﾝﾀｰ 広桜荘

サッカー支援セン

総合公園

地区集会所

地区集会所

地区集会所

地区集会所

区集会所

地区集会所

区集会所

区集会所

区集会所

地区集会所

区集会所

区農地

地区農地

地区農地

川地区農地

川地区農地

川地区農地

地区農地

地区農地

地区農地

地区近隣農地

区農地

山頂

る国の指標に基づ

広

ため作付面積、

：１キロあた

衛生法の暫定基

１３４、セシ

素１３１につ

については、機

 ばれいしょ

 たまねぎ

 たまねぎ

 ばれいしょ

 にんにく

果樹の放射性物

試料

 にんにく

 にんにく

 たまねぎ

 たまねぎ

 にんにく

   

   

   

   

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

広野

広野

広野

広野

広野

ンター 広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

広野

づく上限値は５，０００

広野町放射性物質

、販売額が多

りのベクレル

基準値は放射

ウム１３７の

いては、「根

機械の台数に

物質検査結果

の種類

   

   

   

   

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

住

町中央台３丁目

町大字下浅見川

町大字下浅見川

町中央台１丁目

町大字下浅見川

町大字下北迫字

町大字下北迫字

町広洋台二丁目

町大字上北迫字

町大字上北迫字

町大字下北迫字

町大字下北迫字

町大字下浅見川

町大字折木字大

町大字上浅見川

町大字上浅見川

町大字折木字上

町大字折木字南

町大字夕筋字本

町大字折木字東

町大字折木字大

町大字上浅見川

町大字上浅見川

町大字上浅見川

町大字上北迫字

町大字上北迫字

町大字下北迫字

町大字下北迫字

町大字上浅見川

町大字上浅見川

０Ｂｑ／Ｋｇです。

質モニタリング調

多い方を優先さ

ル。　「－」は

射性ヨウ素２０

の合算値）

根菜・芋類」の

にかぎりがある

-

-

-

ヨウ素-13

（Ｂｑ／㎏

（広野町）

-

-

-

-

-

-

-

6 

   

   

   

   

　　　　　　採取日

　　　　　　実施機

住　　　所

１番地

川字築地12番地

川字築地73番地１

８番地

川字桜田119番地

字岩沢31番地8

字大谷地原地内

２番地42

字大平51番地１

字上田郷28番地25

字新町87番地１

字浜田54番地

川字桜田41番地

大平168番地１

川字長畑14番地１

川字下箒平1番地2

上原159番地１

南沢79番地１

本沢232番地

東下239番地

大平172番地1

川字寺所238番地1

川字狐石185番地1

川字桜田82番地1

字関山17番地1

字鶴ヶ崎36番地1

字高田90番地

字新町126番地5

川字下箒平1番地3

川字狼山地内

調査結果（土壌調

させていただき

は検出されず。

０００ベクレル

の規制値が設定

るため、測定で

14

-

-

測定結

31 セシウム

） （Ｂｑ／

-

15

-

16

-

12

-

   

   

   

   

日：平成２３年６月９

機関：富士ﾌｨﾙﾑRIﾌ

測

５

52

2

1

1

3

調査）

きます。

。

ル、放射性セ

定されていな

できるのは、

13

-

-

12

（Ｂｑ／

果

-134 セシウ

㎏）

17

-

15

19

-

-
   

   

   

   

９・１０日

ﾌｧｰﾏ(株)

測定値(Bq/kg)

１，０３７

２，１７２

１，３３０

８２７

１，６９２

４，１５５

２，２８３

２，４２９

２１８

１，７２７

２９７

１，７５５

１，３４１

１，６９４

１，４３０

１，３０４

８７６

１，９１９

２，０６６

１，８１８

８０４

１，７９５

１，２３２

２３７

１，３３９

３，２２６

８２６

１，１６１

１，６１９

１，５６３

折木

夕筋

折木

上浅見

上浅見

折木

折木

折木

上北迫

折木

シウム５００

いため参考。

週に１度、数

3

-

-

2

／㎏）

ム-137

7

-

5

9

検

-

-

   

   

富
士
フ
イ
ル
ム
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ー
マ

(

株)

に
お
願
い
し
土
壌
調
査
や 

 

調
査
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報

告
し
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
。 

 
 

 

 

７

２

０

７

２

５

３

９

８

７

７

５

１

４

０

４

６

９

６

８

４

５

２

７

９

６

６

１

９

３

（舘）

（北前）

（舘）

見川（長泥）

見川（長畑）

（南沢）

（田中）

（南沢）

迫（土ケ目木

（正木内）

ベクレル（セ

数検体です。

検査実施：福島

備考
 

   

町
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
性
物

質
の
影
響
調
査
を
国
、
県
及
び

空
間
線
量
測
定
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
富
士
フ
イ
ル

ム
Ｒ
Ｉ
フ
ァ
ー
マ(

株)

の
土
壌

な
お
、
７
月
に
実
施
し
た
空
間

線
量
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

測
定
地
点
が
多
い
た
め
、
町
の

）

セシ

島県

町

定


